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現在暮らしているまちの感想

　都留市はまさに、ちょうどいい田舎だなと思います。
森や緑がたくさんあり、車はあった方が便利ですが、
場所によってはなくても生活できます。お店も、チェー
ン店から地元のお店までバラエティ豊かで楽しいです。
都留市に引っ越してきてから、道端や買い物中に話し

かけられることが増えて、市民
のコミュニケーション能力の高
さに驚かされています。市内に
大学があり、もともと学生が多
い地域であることも影響してい
るのか、移住者や若者に対して
とてもフランクで、応援してく
れる方が多い印象です。

今後の目標等

　所属している探究まなび場つるラボのコンセプトと
して「自ら学び、自ら考える力」を子どもと共に育む、
というものがあります。つるラボの学びがより多くの
方に届くよう、引き続き活動を続けていくこと、共に
学び合うことが出来る仲間を増やすこと、それと同時
に自分自身も学び続けていくことが当面の目標です。
　つるラボで過ごした子どもが大人になってから、「あ
れはハマったな」とか、「あのときは大変だったけど楽
しかったな」と、ふいに思い出してくれるような探究
的な学びを、子どもたちと一緒につくっていきたいと
思います。

地域おこし協力隊に応募したきっかけ

　地域おこし協力隊になるまで教育系の職種で働いて
いましたが、「子どもが学校や家庭以外の場で過ごすこ
と」、「子どもと大人のナナメの関係性※の中で生まれ
るもの」、「数値化できないが生きていくために大切な
力を育むこと」などに大きな関心がありました。
　そのような思いを抱いていたときに、都留市で地域お
こし協力隊として探究まなび場つるラボのスタッフを
募集しているという記事を見つけ、取組のコンセプト
が自分自身の関心や目指すものに合致していると感じ、
応募しました。
※	親や教師（タテ）や友達（ヨコ）以外の第三者である大人（ナ
ナメ）との関係性

日々の活動内容や、活動を通じ感じていること

　今年に入ってか
ら は、 週 に ２ ～
３回、小学生向け
の探究的な学びの
場づくりを行って
おり、イベントや
プログラムの実施
に向けた準備や当
日のファシリテー
ターなどを行っています。探究的な学びというものは、
やればやるほど奥が深くて悩むことも多いのですが、自
分自身も子どもと共に日々学びながら成長していきた
いと思っています。
　事務・広報・運営・ファシリテーターをすべて自分
たちで行っているので、業務が集中して忙しくなって
しまうこともありますが、市役所や地域の方など、多
くの方に助けてもらいながら日々活動をしています。

都留市
鈴木 温未

Atsumi Suzuki
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地域おこし協力隊に応募したきっかけ

　東京で暮らしている中で、手・身体を動かし、生きる
ために必要な「食」に直結している農業をやりたいと
思うようになっていました。妻も地元山梨で暮らした
いと言っていたこともあり、移住・就農の相談に有楽
町にある「山梨くらし支援センター」に行き、そこで
開催されていた就農イベントで、山梨就農支援センター
の方に相談をしたところ、私の状況であれば支援機関

「アグリ甲斐」さんの元で地域おこし協力隊として活動
して就農を目指すのが良いのではないかと教えていた
だいた事が応募へのきっかけとなっています。

日々の活動内容や、活動を通じ感じていること

　私は就農が目標ですので、アグリ甲斐さんで農作業
をして農業を学んでいます。その他に、収穫体験や、
小学生との大塚にんじんの栽培、育てた特産品である
スイートコーン「甘々娘」の PR のためのイベントへ
の参加、町にある青洲高校での農業の授業の実施など
もアグリ甲斐さんと一緒にさせてもらいました。やは
り農作業は大変で半年ほど経った今、やっと体が慣れ
てきたという状況ですが、作物がどんどん育っていく
のは嬉しいもので、楽しんで作業させてもらっていま
す。農業は天候の影響が大きいため、天気はもちろん、

空や風、雲の様子をとても気にするようになり、改め
て自然との繋がりを実感しています。また、収穫イベ
ントなどで参加者の皆さんが喜んでくれたり、美味し
かったと言ってもらえるのも非常に嬉しく、やりがい
を感じています。

現在暮らしているまちの感想

　山や川などの自然に囲ま
れ、歴史のある建物も多い
美しい町で、甲府市や商業
施設もそれほど遠くはなく、
車や電車でも行くことがで
きるため、生活に不自由す
ることなく楽しく暮らすこ
とができています。私たち
家族は妻の実家に移住した
こともあり、すんなりと地
域に馴染むことができ、近所の方に狩猟で獲った鹿や猪
の肉をいただいたりと、充実した生活を送っています。

今後の目標等

　将来的に市川三郷町で独立就農するために、必要な
技術・知識を学ぶことをまずは目標にしています。さ
らに研究機器メーカーでの勤務や、学生時代に植物の
研究をしていた経験を活かして、町の「のっぷい」土
壌や環境に適した新たな特産物を創出することで町の
活性化に貢献していければと考えています。

市川三郷町
森内 健夫

Takeo  Moriuchi
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令
和
６
年
２
月
１
日
に
開
催
し
た「
第
39
回
山
梨
県
市
町
村
自
治
講
演
会
」の

講
演
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

変
動
す
る
国
際
情
勢
と

変
動
す
る
国
際
情
勢
と

　
　
　
　
　
　
日
本
の
課
題

　
　
　
　
　
　
日
本
の
課
題
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村む
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晃こ
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志
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学
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教
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講演録
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演
講

録

　

1
月
1
日
に
能
登
半
島
地
震
が
起
こ
り
、

3
日
に
は
日
本
航
空
機
と
海
上
保
安
庁
（
以

下
「
海
保
庁
」
と
い
う
。）
の
飛
行
機
が

衝
突
し
て
海
保
庁
の
職
員
が
亡
く
な
り
、

2
0
2
4
年
も
不
穏
な
1
年
に
な
る
予
感
を

さ
せ
る
幕
明
け
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
神
戸

の
出
身
で
、
地
震
と
な
る
と
最
初
に
思
い
つ

く
の
が
1
9
9
5
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

す
。
こ
の
時
は
知
事
の
要
請
が
な
け
れ
ば
自

衛
隊
は
救
援
活
動
に
あ
た
れ
な
い
の
が
当
時

の
法
的
枠
組
み
で
し
た
か
ら
、
自
衛
隊
は
な

か
な
か
出
て
行
け
ず
に
い
ま
し
た
。
能
登
半

島
地
震
で
は
自
衛
隊
が
最
初
に
千
人
位
行
き
、

今
5
千
人
位
の
規
模
で
活
動
を
し
て
い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
東
日
本
、
熊

本
は
、
自
衛
隊
が
迅
速
に
大
規
模
に
展
開
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

能
登
の
震
災
の
時
、
台
湾
は
た
だ
ち
に
被

災
地
に
義
援
金
を
送
っ
て
く
れ
、
台
湾
の
外

務
大
臣
が
「
日
本
有
事
は
台
湾
有
事
で
す
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
逆
、「
台
湾
有
事
は
日
本

有
事
だ
」
と
、
安
倍
晋
三
元
総
理
が
繰
り
返

し
言
っ
て
こ
ら
れ
た
。
日
本
政
府
が
「
台
湾

有
事
の
時
に
米
軍
と
協
力
し
て
こ
れ
だ
け
の

こ
と
を
や
ろ
う
」
な
ど
と
、
ど
ん
な
に
緻
密

に
計
画
し
作
戦
を
立
て
、
訓
練
し
て
い
て
も
、

も
し
も
大
震
災
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
な
る
。

陸
上
自
衛
隊
5
万
人
が
出
動
し
な
い
と
い
け

な
い
事
態
の
時
に
台
湾
有
事
が
起
こ
っ
た
ら
。

自
衛
隊
に
一
体
何
が
で
き
る
か
。
多
分
今
の

自
衛
隊
に
国
内
で
数
万
人
規
模
の
救
援
活
動

を
や
り
な
が
ら
、
台
湾
有
事
や
朝
鮮
有
事
に

対
応
す
る
だ
け
の
力
は
な
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
日
本
有
事
は
台
湾
有
事
だ
。「
日

本
有
事
は
台
湾
有
事
だ
」
と
い
う
の
は
、
台

湾
の
外
務
大
臣
が
い
う
と
お
り
な
の
で
す
。

　

自
衛
隊
に
と
っ
て
一
番
の
弱
点
は
「
人
が

足
り
な
い
」
こ
と
で
す
。
日
本
の
減
っ
て
い

く
18
歳
人
口
を
自
衛
隊
と
警
察
と
消
防
が
奪

い
合
う
と
い
う
不
毛
な
競
争
は
止
め
て
、
国

全
体
で
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
と
、
公
共
の

た
め
に
働
こ
う
と
い
う
若
者
を
ど
う
処
遇
す

る
か
、
人
事
制
度
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

自
衛
隊
で
3
年
働
い
た
後
に
警
察
に
入
れ
ば

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
警
察
か
ら
自
衛

隊
に
替
わ
っ
て
も
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
が

活
か
せ
て
、
給
与
や
待
遇
で
プ
ラ
ス
に
な
る

等
、
継
続
し
て
人
事
が
考
え
ら
れ
る
。
警
察

と
消
防
と
自
衛
隊
の
間
で
人
の
交
流
が
進
む
。

こ
れ
は
防
衛
省
だ
け
で
考
え
て
も
ダ
メ
な
の

で
、
国
全
体
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
若

年
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
自
衛
隊
は
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
？
で
き
る
こ
と
は
三
つ
。

一
つ
は
、
隊
員
の
待
遇
改
善
。
給
料
と
退
職

金
を
上
げ
、保
障
を
豊
か
に
す
る
。二
番
目
は
、

A
I
化
と
I
T
化
を
進
め
る
こ
と
。
人
で
な

く
て
も
I
T
で
で
き
る
こ
と
は
I
T
に
変
え
、

大
胆
に
I
T
化
と
A
I
化
を
進
め
て
い
く
。

三
番
目
は
、
女
性
の
隊
員
数
を
増
や
す
こ
と

で
す
。
今
自
衛
隊
の
隊
員
の
中
で
女
性
の
比

率
は
9
％
で
す
。
米
軍
は
15
％
。
政
府
防
衛

省
は
、
女
性
隊
員
の
割
合
を
2
0
3
0
年
ま

で
に
12
％
に
増
や
す
と
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
員
は
皆
が
皆
戦
闘
要
員
で
は
な
く
、

補
給
や
医
療
な
ど
女
性
が
活
躍
す
る
分
野
は

い
く
ら
だ
っ
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
12
％
と
言

わ
ず
15
％
、
20
％
で
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
と

防
衛
省
の
方
に
聞
い
た
ら
、
答
え
の
一
つ
は

「
セ
ク
ハ
ラ
が
あ
り
ま
す
か
ら
」。
こ
れ
ま
で

男
中
心
で
や
っ
て
き
た
自
衛
隊
と
い
う
組
織

の
体
質
を
変
え
ら
れ
る
か
が
日
本
の
安
全
保

障
の
根
幹
に
関
わ
っ
て
い
る
。
男
中
心
の
古

い
社
会
の
体
質
を
変
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、

自
衛
隊
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
社
会
全
体
に

問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、

22
世
紀
の
明
る
い
日
本
は
待
っ
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

3
日
に
起
こ
っ
た
日
本
航
空
機
と
海
保
庁

の
事
故
。
海
保
庁
の
職
員
数
は
1
万
4
千
人

で
す
。
日
本
は
列
島
で
島
が
多
く
、
無
人
島
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を
含
め
る
と
1
万
4
千
の
島
が
あ
る
。
海
保

庁
は
「
一
人
で
一
つ
の
島
を
守
れ
」
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
日
本
列
島
は
排

他
的
経
済
水
域
が
非
常
に
広
く
、
世
界
で
10

番
目
に
広
い
の
で
す
。
そ
の
排
他
的
経
済
水

域
を
、「
1
万
4
千
人
の
海
保
庁
職
員
で
守

れ
。
尖
閣
も
守
れ
。
中
国
の
漁
船
を
入
れ
る

な
」
と
言
わ
れ
て
、地
震
が
起
こ
っ
た
ら
「
緊

急
物
資
を
運
べ
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
い

か
に
海
保
庁
が
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
活
動

を
し
て
い
る
か
。
し
か
も
海
保
庁
の
年
間
予

算
は
、
2
7
0
0
億
円
で
す
。
東
京
大
学
の

年
間
予
算
が
2
5
0
0
億
円
。
天
下
の
東
大

と
言
え
、
一
大
学
の
年
間
予
算
と
変
わ
ら
な

い
額
で
1
万
4
千
の
島
を
守
り
、
世
界
で
10

番
目
に
広
い
排
他
的
経
済
水
域
を
守
れ
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
土
台
無
理
で
す
。

正
月
に
起
こ
っ
た
二
つ
の
出
来
事
は
、
我
々

が
い
か
に
脆
弱
な
安
全
保
障
環
境
の
下
で
暮

ら
し
て
い
る
か
改
め
て
気
付
か
せ
る
出
来
事

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
国
際
政
治
を
最
も
根
本
的
に
突
き
動

か
し
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
す
。
な
ぜ
日
本
人
は
こ
の
戦
争

に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
一
点
目
に
は
、
こ
の
戦
争
は
我
々
の
暮

ら
し
と
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
戦
争
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
を
人
質
に

取
っ
た
戦
争
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
が
あ
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
応
援
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
食
料
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
に
は

両
方
な
い
。
日
本
に
な
い
も
の
が
人
質
に
取

ら
れ
て
戦
争
が
続
い
て
い
る
以
上
、
こ
の
戦

争
が
続
く
限
り
日
本
の
経
済
と
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い

こ
と
で
す
。
二
点
目
に
、
こ
の
戦
争
を
引
き

起
こ
し
た
張
本
人
は
、
我
々
の
隣
に
い
る
こ

と
で
す
。
ロ
シ
ア
は
我
々
の
隣
人
で
、
我
々

も
ロ
シ
ア
と
の
間
で
北
方
領
土
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
戦
争
は
決
し
て
我
々

に
と
っ
て
他
人
事
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
し

て
三
点
目
に
、
私
た
ち
の
日
本
国
憲
法
。
客

観
的
な
事
実
の
問
題
と
し
て
、
日
本
国
憲
法

が
前
提
に
し
て
い
る
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
や
が
て
い
つ
の
日
か
国
連
に
よ
る
平
和
が
実

現
す
る
」。
そ
う
い
う
世
界
イ
メ
ー
ジ
を
前
提

に
し
て
、
日
本
国
憲
法
が
起
草
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の

憲
法
は
右
と
左
の
両
方
か
ら
誤
解
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
憲
法
に
否
定
的
な
右
か
ら
の
批
判
。

「
占
領
下
に
日
本
が
主
権
を
持
た
な
い
時
に
米

軍
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
た
憲
法
だ
」。
そ

う
い
う
批
判
の
一
端
と
し
て
、
憲
法
の
前
文

に
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義

に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
生
存
と
平
和
を
達

成
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
い
う
一
文
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
」

は
、
個
別
具
体
的
に
ど
の
国
が
、
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
憲
法
前
文
が
言

う
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
」
と
は
、
国
際

連
合
の
こ
と
で
す
。
国
際
連
合
憲
章
第
4
章

は
、「
国
際
連
合
は
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
」
と
書
い
て
あ
る
の

で
す
か
ら
。
憲
法
前
文
は
、
個
別
具
体
的
に

「
中
国
や
ロ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ
を
信
じ
て
生
き

て
い
こ
う
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

「
国
連
を
信
じ
て
生
き
て
行
こ
う
」
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
憲
法
9
条
。「
憲
法

9
条
が
世
界
に
先
駆
け
て
戦
争
を
放
棄
し
た

画
期
的
な
平
和
憲
法
だ
」
…
全
く
の
無
知
で

し
ょ
う
。
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は

1
9
4
7
年
。
1
9
4
5
年
に
国
際
連
合
憲

章
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
国
際
連
合
憲
章

の
下
で
は
、
世
界
中
す
べ
て
戦
争
は
違
法
に

な
っ
た
。
憲
法
9
条
は
、「
我
々
は
今
ア
メ
リ

カ
に
占
領
さ
れ
て
主
権
が
な
い
し
、
国
連
に

加
盟
で
き
て
い
な
い
け
れ
ど
、
や
が
て
独
立

し
た
ら
国
連
に
加
盟
し
た
い
で
す
。
だ
か
ら

我
々
は
今
の
段
階
か
ら
憲
法
で
国
連
憲
章
を

守
る
と
約
束
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
。

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
。
日
本
国
憲
法
に
特

徴
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
戦
争
を
放
棄
し

て
い
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
戦
力
ま
で
放
棄

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
は
こ
れ
を
保
持
し
な
い
と
書
い
て
あ
る
。

た
だ
、
日
本
国
憲
法
は
元
々
英
語
で
書
か
れ

て
、
そ
れ
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
で

は
憲
法
9
条
第
2
項
が
言
う
「
陸
海
空
軍
そ

の
他
の
『
戦
力
』
は
、こ
れ
を
保
持
し
な
い
」。

「
戦
力
」
と
は
英
語
で
何
と
言
っ
て
い
る
か
。 

“w
ar potential

”。
こ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
表
現
で
す
。
こ
れ
を
「
戦
力
」
と
訳
す
か

ら
誤
解
が
生
じ
る
の
で
す
。
9
条
は
“w

ar 
potential

”
を
保
持
し
て
は
い
け
な
い
と

言
っ
て
い
る
の
で
す
。
普
通
に
訳
せ
ば
「
戦

争
遂
行
能
力
」
で
す
。
つ
ま
り
、
第
2
次
世

界
大
戦
中
に
帝
国
陸
海
軍
が
、
ア
ジ
ア
大
陸

や
太
平
洋
で
長
期
に
亘
っ
て
広
範
に
戦
っ
た
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よ
う
な
戦
争
遂
行
能
力
は
持
っ
て
は
い
け
な

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
国
連
憲
章
が
す

べ
て
の
主
権
国
家
に
認
め
た
「
個
別
的
及
び

集
団
的
自
衛
権
」
を
実
施
す
る
た
め
の
実
力

を
持
っ
て
は
い
け
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い

の
で
す
。

　

私
た
ち
の
憲
法
は
、
い
つ
の
日
か
国
連
に

よ
る
平
和
が
達
成
す
る
と
い
う
、世
界
イ
メ
ー

ジ
を
前
提
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
そ
の
国
連
に
よ
る
平
和
を
、
国
連
安
保
理

常
任
理
事
国
が
土
足
で
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
我
々
の
憲
法
に
対
す
る
挑
戦
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
我
々
日
本
人
は
無
関
心

で
は
い
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
元
々
核
保
有
国
だ
っ
た
。
1
9
9
1
年
に

ソ
連
が
崩
壊
し
た
と
き
、
旧
ソ
連
が
持
っ
て

い
た
膨
大
な
核
兵
器
は
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
引
き
継
が
れ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
そ
れ

に
ロ
シ
ア
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
を
保
障

す
る
と
い
う
約
束
と
引
き
換
え
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
核
兵
器
を
放
棄
し
た
の
で
す
。
自
ら

核
兵
器
を
放
棄
し
た
国
が
「
お
前
の
安
全
を

守
っ
て
や
る
」と
約
束
し
た
核
保
有
国
に
よ
っ

て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
こ
と

を
世
界
が
許
し
、
日
本
ま
で
認
め
て
し
ま
え

ば
、
戦
後
日
本
が
訴
え
続
け
て
き
た
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
な
ど
絶
対
に
実
現
し
な
い
。

自
ら
核
を
放
棄
し
た
国
が
、
守
っ
て
や
る
と

約
束
し
た
核
保
有
国
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、

世
界
が
そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
い
の
だ
っ
た
ら
、

一
体
誰
が
核
兵
器
を
放
棄
し
ま
す
か
。
む
し

ろ
持
と
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
今
、
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
戦

後
日
本
外
交
が
唱
え
続
け
て
き
た
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
と
い
う
、
日
本
の
外
交
規
範

に
対
す
る
挑
戦
な
の
で
す
。
だ
か
ら
我
々
は

こ
の
戦
争
を
座
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
。

　
な
ぜ
プ
ー
チ
ン
が
戦
争
を
決
意
し
た
の
か
。

根
底
に
あ
る
理
由
は
、
ロ
シ
ア
が
衰
弱
し
て

い
る
。
1
9
7
0
年
、
ま
だ
ソ
連
で
し
た
。

社
会
主
義
国
で
す
か
ら
単
純
な
比
較
は
で
き

な
い
け
れ
ど
ソ
連
の
G
D
P
は
ア
メ
リ
カ
の

4
割
あ
り
ま
し
た
。
核
戦
力
で
は
ア
メ
リ
カ

と
互
角
、
通
常
戦
力
で
は
お
そ
ら
く
ア
メ
リ

カ
を
上
回
っ
て
お
り
、
ソ
連
は
超
大
国
だ
っ

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
1
9
9
1
年
に
崩
壊

し
た
時
の
ソ
連
の
G
D
P
は
、
ア
メ
リ
カ
の

13
％
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
今
日
、
ロ
シ

ア
の
G
D
P
は
ア
メ
リ
カ
の
7
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
国
が
ア
メ
リ
カ
と
勝
負
が

で
き
る
わ
け
が
な
い
の
で
す
。
ロ
シ
ア
の
人

口
は
1
億
4
千
万
人
で
、
中
国
の
10
分
の
1
。

G
D
P
も
中
国
の
10
分
の
1
で
す
。
も
う
米

中
と
比
べ
る
よ
う
な
大
国
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
以
上
没
落
す
る
前
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
押
さ
え
て
、
大
国
と
し
て
の
足
場
を
得

た
い
と
い
う
判
断
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
戦
争
が
い
つ
終
わ
る
の
か
私
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
11
月
5
日
に
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領

選
挙
で
も
し
も
ト
ラ
ン
プ
が
帰
っ
て
き
た
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
大
幅
に
後

退
し
、
西
側
の
結
束
が
揺
ら
ぐ
。
そ
う
す
れ

ば
圧
倒
的
に
有
利
な
条
件
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
休
戦
を
強
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
か
ら
大
統
領
選
挙
前
に
、
プ
ー
チ

ン
が
こ
の
戦
争
を
止
め
る
理
由
な
ど
な
い
の

で
す
。
た
だ
一
つ
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と

は
、
ど
ん
な
戦
争
も
必
ず
い
つ
か
は
終
わ
る

こ
と
で
す
。
こ
の
戦
争
が
終
わ
り
に
向
か
う

頃
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
三
つ
の
重
要
な

問
題
。
今
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
も
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
経
済
制
裁
を
か
け

て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
休
戦

協
定
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、
ロ
シ
ア
に
か
け
て

き
た
経
済
制
裁
を「
解
除
し
て
も
良
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
国
々
も
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
対
し
て
「
ロ
シ
ア
が
戦
争
を
始

め
た
戦
争
犯
罪
人
た
ち
を
裁
く
ま
で
は
、
経

済
制
裁
は
断
固
続
け
る
べ
き
だ
」と
言
う
国
々

も
い
る
で
し
ょ
う
。
経
済
制
裁
は
か
け
る
時

よ
り
も
解
除
す
る
時
の
方
が
難
し
い
の
で
す
。

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
種
類
の
経
済
制

裁
か
ら
解
除
し
て
い
く
の
か
。
こ
こ
で
必
ず

西
側
の
足
並
み
は
乱
れ
、
そ
こ
に
プ
ー
チ
ン

の
付
け
入
る
隙
が
生
ず
る
。
経
済
制
裁
解
除

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
大
問
題
が
、
我
々
に

突
き
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

二
点
目
に
、
こ
の
戦
争
の
結
果
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
大
勢
の
人
が
難
民
と
し
て
海
外
に

逃
れ
て
き
て
い
る
。
今
、
世
界
中
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
同
情
的
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
支
援

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
人
の
心

は
変
わ
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
休
戦

協
定
が
ま
と
ま
っ
た
ら
「
1
年
経
っ
た
の
に

ま
だ
我
々
の
国
に
何
十
万
人
も
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
が
い
る
。
彼
ら
が
い
る
か
ら
我
々
の

仕
事
が
な
く
な
り
、
町
の
治
安
が
悪
く
な
る
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ん
だ
。
彼
ら
が
い
る
か
ら
政
府
の
財
政

が
ひ
っ
迫
す
る
ん
だ
」。
今
こ
れ
ほ
ど

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
に
同
情
的
な
世
界
の

世
論
が
、
反
難
民
の
感
情
に
転
じ
な
い

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で

す
。こ
の
戦
争
が
終
結
に
向
か
っ
た
時
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
難
民
を
、
ど
の
よ
う
に

安
全
に
迅
速
に
祖
国
に
帰
す
こ
と
が
で

き
る
か
。
こ
れ
は
国
際
社
会
に
突
き
付

け
ら
れ
た
大
問
題
。
こ
の
局
面
で
日
本

に
求
め
ら
れ
る
貢
献
は
、
非
常
に
大
き

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
日
本
は
、
武
器

で
は
支
援
で
き
な
い
の
だ
か
ら
。
難
民

の
帰
還
事
業
で
、「
N
A
T
O
は
頑
張
っ

た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
ド
イ
ツ
も
、
大
砲

や
戦
闘
機
を
送
っ
た
。
日
本
は
救
命
胴

着
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
だ
け
で
し
ょ
う
？
せ

め
て
難
民
の
帰
還
運
動
の
時
に
は
日
本

が
頑
張
っ
て
く
れ
よ
」。
こ
こ
で
日
本

に
求
め
ら
れ
る
期
待
は
非
常
に
大
き
な

も
の
だ
。
そ
れ
に
日
本
が
適
確
に
応
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
。
日
本
の
国
際
的
な

信
頼
に
関
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
三
点
目
、
イ
ン
ド
は
ど
こ
に
向
か
う

の
か
。
去
年
イ
ン
ド
の
人
口
は
中
国
を

抜
き
、
世
界
一
の
人
口
大
国
に
な
り
、

ド
イ
ツ
の
G
D
P
が
日
本
を
抜
い
た
。

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
あ
と
数
年
で
、
イ

ン
ド
の
G
D
P
が
日
本
を
抜
き
ま
す
。

日
本
は
今
世
界
第
3
位
と
思
っ
て
い
た

ら
第
4
位
に
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
第
5
位
に
転
落
し
て
い
き
ま
す
。
逆

に
イ
ン
ド
は
世
界
一
の
人
口
大
国
で
、

ほ
ど
な
く
世
界
第
3
位
の
経
済
大
国
へ
。
イ

ン
ド
は
核
保
有
国
で
す
。
こ
の
巨
大
な
イ

ン
ド
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。“F

O
I

P

（Free and O
pen Indo -Pacific

）。”「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
意

味
で
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を

守
る
た
め
に
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
が
協
力
し
よ
う
と
い
う

も
の
。
こ
の
4
ヵ
国
に
は
二
つ
の
共
通
点
が

あ
る
。
一
つ
は
、民
主
主
義
国
。
選
挙
に
よ
っ

て
政
府
が
選
ば
れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
海

洋
国
家
。
海
に
ひ
ら
か
れ
、
貿
易
に
よ
っ
て

発
展
し
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
国
が
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
発
展
さ
せ
よ
う

と
い
う
わ
け
で
す
。
念
頭
に
あ
る
の
は
中
国

で
す
。「
中
国
が
力
づ
く
で
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
、

好
き
勝
手
な
こ
と
を
す
る
こ
と
は
認
め
な
い

ぞ
」
と
い
う
の
が
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
」
の
考
え
方
で
す
。
従
っ
て
、
中

国
を
念
頭
に
置
い
た
時
に
は
、
イ
ン
ド
は
日

本
や
ア
メ
リ
カ
の
味
方
で
す
が
、
ロ
シ
ア
に

な
る
と
話
は
別
で
す
。
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
に

対
し
て
い
か
な
る
経
済
制
裁
も
や
っ
て
い
ま

せ
ん
。
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
か
ら
武
器
を
買
っ

て
い
る
の
で
、
経
済
制
裁
な
ん
か
で
き
ま
せ

ん
。
国
連
で
の
非
難
決
議
も
イ
ン
ド
は
棄
権

で
す
。
イ
ン
ド
が
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
我
々

と
民
主
主
義
や
自
由
に
つ
い
て
の
価
値
観
を

共
有
し
て
い
る
の
か
。
選
挙
で
政
府
が
選
ば

れ
る
と
い
う
意
味
で
は
イ
ン
ド
は
民
主
主
義

国
家
で
す
。
け
れ
ど
も
人
口
の
8
割
が
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
で
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
を
信
じ

る
人
た
ち
が
迫
害
を
受
け
て
い
る
。
何
千
年

も
続
く
カ
ー
ス
ト
制
度
が
あ
り
、
生
ま
れ
に

よ
っ
て
高
校
、
大
学
に
行
け
な
い
、
医
者
に
、

弁
護
士
に
な
れ
な
い
。
極
端
な
男
尊
女
卑
。

イ
ン
ド
は
ど
こ
ま
で
我
々
と
価
値
観
を
共
有

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
強
く
大
き
く
な
っ

て
ゆ
く
イ
ン
ド
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を
超
え
た
、
21

世
紀
の
国
際
政
治
の
大
問
題
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
日
本
に
つ
い

て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
11
月

5
日
の
大
統
領
選
挙
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領

選
挙
は
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
に
と
っ
て
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
一
緒
で
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
箱
を
開
け
た
ら
何
が
出
て
く
る
か
。

ぬ
い
ぐ
る
み
か
も
し
れ
な
い
。
時
計
か
も
し

れ
な
い
。
何
が
出
て
き
て
も
蓋
を
開
け
た
ら

「
わ
ぁ
素
晴
ら
し
い
！
こ
ん
な
の
が
欲
し
か
っ

た
！
」
と
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
つ
ま
り
、

大
統
領
選
挙
の
結
果
、
ど
ち
ら
が
選
ば
れ
よ

う
と
「
う
わ
ぁ
素
晴
ら
し
い
！
ま
す
ま
す
日

米
関
係
を
緊
密
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

我
々
に
は
そ
れ
し
か
な
い
。
し
か
し
、
我
々

に
は
合
衆
国
大
統
領
を
選
ぶ
力
は
な
い
け
れ

ど
友
達
は
選
べ
る
の
で
す
。
次
の
世
代
の
ア

メ
リ
カ
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
た

ち
に
、
我
々
が
投
資
を
し
て
人
間
関
係
を
築

い
て
ゆ
く
。
大
統
領
は
選
べ
な
く
て
も
、我
々

は
ア
メ
リ
カ
の
友
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
我
々
の
大
き
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
く
。
次
の
世
代
の
ア
メ
リ
カ
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
食
い
込
ん
で
い
く
。
非
常

に
大
事
な
こ
と
で
す
。
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も
う
一
つ
、
ア
メ
リ
カ
は
決
し
て
一
つ
の

国
で
は
な
い
。
山
梨
県
に
は
憲
法
は
な
い
で

し
ょ
う
？
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
は
憲
法
が

あ
る
し
、
独
自
の
軍
隊
を
持
っ
て
い
る
。
か

つ
て
ト
ラ
ン
プ
が
大
統
領
に
当
選
し
た
時
、

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
パ
リ
協
定
か
ら
の
離

脱
を
表
明
し
た
。そ
の
時
に
ト
ラ
ン
プ
が
言
っ

た
有
名
な
言
葉
、「
私
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
市

民
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
パ
リ
の
市
民

に
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
」。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

で
働
い
て
い
る
よ
う
な
真
面
目
な
工
場
労
働

者
が
私
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
パ
リ
の
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
た
め
に
大
統
領
に
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
の

雇
用
を
守
る
。
パ
リ
協
定
な
ど
気
に
し
て
は

い
ら
れ
な
い
」
と
、
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す

る
と
言
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
次
の
日
、

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
長
が
記
者
会
見
を
開
い
て
、

「
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
は
パ
リ
協
定
を
守
る
」
と

言
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
瞬
く
間
に
全

米
の
主
立
っ
た
州
や
有
名
大
学
、
大
企
業
が

パ
リ
協
定
を
遵
守
す
る
と
言
っ
た
の
で
す
。

連
邦
政
府
が
パ
リ
協
定
を
離
脱
し
た
と
こ
ろ

で
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
経
済
力
を
持
つ
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府
が
事
実
上
パ
リ
協
定
を

守
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
パ
リ
協
定
を

守
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の

地
方
自
治
の
力
で
す
。
も
う
一
つ
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
は
同
時
に
議
会
選
挙
が
戦
わ

れ
る
。
連
邦
議
会
で
今
、
共
和
党
と
民
主
党

の
差
は
8
議
席
位
し
か
な
い
。
次
の
議
会
選

挙
で
、
下
院
で
共
和
党
が
負
け
て
し
ま
う
可

能
性
が
十
分
あ
る
。
上
院
は
逆
に
共
和
党
が

勝
つ
の
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
下
院
で
民
主
党

が
多
数
を
取
れ
ば
予
算
の
先
議
権
は
下
院
に

あ
る
か
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
何
を
言
っ
て

も
議
会
は
予
算
を
つ
け
て
く
れ
な
い
し
、
法

律
も
作
っ
て
く
れ
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
ど
ん
な
に
大
き
な
声
を
出
し
て
も
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
政
治
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
世
界
で
最
も
強
い
議

会
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
政

治
の
中
心
は
大
統
領
で
は
な
く
て
議
会
な
の

で
す
。
合
衆
国
憲
法
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
、

合
衆
国
憲
法
の
第
1
条
は
議
会
で
す
。
大
統

領
は
第
2
条
で
す
。
建
国
の
父
た
ち
は
、
議

会
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
を
動
か
す
と
信
じ
て
き

た
。
大
統
領
は
議
会
が
決
め
た
こ
と
を
粛
々

と
執
行
す
る
執
行
役
員
に
過
ぎ
な
い
と
考
え

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
大
統
領
の
力
が
大
き

く
な
る
の
は
戦
後
で
す
が
、
連
邦
議
会
の
力

は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
す
。

　

中
国
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
習
近
平
の
個
人

独
裁
で
安
定
が
維
持
で
き
て
、
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
く
の
か
。
と
ん
で
も
な
い
。
中
国

ほ
ど
不
安
定
な
国
は
な
い
。
去
年
、
中
国
で

は
外
務
大
臣
が
突
然
解
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

国
防
大
臣
が
解
任
さ
れ
、
ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
司

令
官
も
解
任
さ
れ
た
。
理
由
は
不
倫
、
汚
職
。

親
し
い
中
国
政
治
の
専
門
家
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。「
嘘
に
決
ま
っ
て
い
る
」
と
。
中
国

の
政
府
高
官
で
、
不
倫
も
汚
職
も
し
て
い
な

い
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ
と
は
、

解
任
さ
れ
た
外
務
大
臣
も
国
防
大
臣
も
、
習

近
平
の
側
近
だ
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
自

分
の
側
近
を
守
り
抜
け
な
い
、
自
分
の
側
近

を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
き
延
び
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
、
緊
張

し
た
政
治
環
境
が
中
国

共
産
党
内
に
存
在
し
て

い
る
。
決
し
て
習
近
平

が
盤
石
の
体
制
で
は
な

い
こ
と
を
、
あ
の
二
つ

の
人
事
が
示
し
て
い

る
。
去
年
引
退
し
た
李

克
強
前
首
相
が
心
臓
麻

痺
で
病
院
に
搬
送
さ

れ
、
亡
く
な
っ
た
事

件
。
私
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
尊
敬
す
る
中
国

専
門
家
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。
中
国
の
有
力
者

達
は
李
克
強
が
自
然
死

し
た
と
思
っ
て
い
る
者

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

李
克
強
が
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
た
先
は
、
中
国

共
産
党
の
最
高
幹
部
を

運
ぶ
よ
う
な
病
院
で
は

な
く
、
最
良
の
医
療
環

境
を
提
供
さ
れ
た
の
で

は
な
い
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
す
る
と
、
誰
が

手
を
下
し
た
の
か
、
習

近
平
以
外
に
考
え
ら
れ

な
い
。
1
年
前
に
党
大

会
で
追
放
し
た
前
の
総

理
大
臣
を
殺
さ
な
い
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と
い
け
な
い
ほ
ど
、
習
近
平
の
立
場
は
微
妙

だ
と
い
う
こ
と
、
決
し
て
盤
石
で
は
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
の
経
済
社

会
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
失
敗
が
今
、
見
え
て
き

て
い
て
、
中
国
の
社
会
と
経
済
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
さ
ら
に

も
う
一
つ
の
過
ち
。
国
産
ワ
ク
チ
ン
へ
の
固

執
。
世
界
に
先
駆
け
て
中
国
製
ワ
ク
チ
ン
を

作
り
ワ
ク
チ
ン
外
交
を
や
っ
た
。
結
果
的
に

見
れ
ば
中
国
製
ワ
ク
チ
ン
な
ど
効
か
な
い
の

で
す
が
、
使
い
続
け
な
け
れ
ば
偉
大
な
習
近

平
主
席
の
判
断
が
間
違
っ
た
と
認
め
る
こ
と

に
な
る
。
中
国
が
、
習
近
平
政
権
が
と
っ
て

き
た
コ
ロ
ナ
対
策
が
、
完
全
に
失
敗
だ
っ
た

こ
と
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、も
っ

と
深
刻
な
の
は
人
口
で
す
。
統
計
の
世
界
で

は
合
計
特
殊
出
生
率
が
2
・
06
あ
っ
て
、
よ

う
や
く
そ
の
社
会
の
人
口
規
模
が
維
持
で
き

る
、人
口
置
換
率
が
2・06
に
な
っ
て
い
ま
す
。

去
年
の
政
府
発
表
の
最
新
の
数
字
で
日
本
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
1
・
26
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
中
国
は
、
中
国
国
家
統
計
局

の
最
新
発
表
が
3
年
前
で
、
1
・
３
。
日
本

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
数
字
で
す
。
日
本

の
国
立
人
口
問
題
統
計
研
究
所
の
数
字
は
ほ

ぼ
正
確
だ
け
ど
も
、
中
国
の
国
家
統
計
局
が

本
当
の
数
字
を
出
す
わ
け
が
な
い
。
国
連
の

世
界
人
口
基
金
を
含
め
て
多
く
の
専
門
家
は
、

中
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
実
態
は
1
・

09
に
近
い
と
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、

あ
と
50
年
以
内
に
中
国
の
人
口
は
半
減
し
ま

す
。
14
億
か
ら
7
億
に
減
る
。
さ
ら
に
低
く

な
っ
て
、
1
・
0
に
な
っ
た
ら
14
億
の
中
国

の
人
口
は
、
今
世
紀
末
に
4
億
に
な
り
ま

す
。
あ
と
70
数
年
間
で
、
10
億
人
の
人
口
を

失
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
恐
る
べ
き
人

口
減
少
が
中
国
を
待
ち
構
え
て
い
る
。
だ
か

ら
中
国
共
産
党
は
A
I
と
I
T
に
懸
け
て
い

る
。
労
働
人
口
が
減
り
、
高
齢
人
口
が
増
え

て
も
、
A
I
と
I
T
で
代
替
で
き
る
社
会
を

作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
前
に
巨
大
な
人

口
減
少
の
波
に
呑
ま
れ
て
中
国
が
没
落
し
て

い
く
の
か
。
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
中
国
は
ア
メ

リ
カ
と
競
り
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
台
湾
は
1
・
2
で
、
韓
国
が

世
界
で
一
番
合
計
特
殊
出
生
率
が
低
い
国
で
、

0
・
79
で
す
。
日
本
も
韓
国
も
台
湾
も
中
国

も
、
昔
の
東
ア
ジ
ア
儒
教
文
化
圏
で
、
軒
並

み
ダ
メ
で
す
。
東
ア
ジ
ア
儒
教
文
化
圏
で
人

口
が
減
少
し
て
い
る
、
共
通
の
理
由
が
あ
る

の
で
す
。
依
然
と
し
て
男
尊
女
卑
社
会
。
女

性
の
社
会
的
地
位
が
低
い
。
そ
う
い
う
所
が

出
生
率
が
下
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
統
計
上

明
確
な
の
は
、
夫
の
家
事
労
働
従
事
率
。
こ

れ
は
統
計
上
明
確
な
優
位
性
、
関
係
性
を
示

し
ま
す
。
政
府
が
い
う
異
次
元
の
子
育
て
支

援
で
、「
子
ど
も
を
産
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

な
が
ら
一
方
で
は
、「
女
性
活
躍
社
会
で
す
」。

「
女
性
も
管
理
職
に
な
っ
て
転
勤
も
単
身
赴
任

も
残
業
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
」。
家
に
帰
っ
た

ら
、
夫
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
テ
レ
ビ
を

見
て
て
、
奥
さ
ん
が
「
遅
く
な
っ
た
わ
。
洗

い
物
す
る
わ
ね
」。
料
理
を
作
っ
て
子
守
り
を

し
て
お
む
つ
を
替
え
て
。
こ
れ
で
は
仕
事
が

で
き
る
女
性
ほ
ど
子
ど
も
を
産
ま
な
い
こ
と

を
選
択
し
ま
す
。
夫
が
家
事
を
し
な
い
社
会

は
ど
ん
ど
ん
子
ど
も
が
減
っ
て
ゆ
く
。
日
本

の
夫
の
家
事
労
働
従
事
率
は
15
％
で
、
85
％

は
妻
が
や
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
3
割
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
北
欧
は
4

割
で
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
日
本
よ
り
は

る
か
に
高
い
。
こ
こ
を
変
え
な
い
で
子
育
て

支
援
な
ん
て
い
く
ら
や
っ
て
も
同
じ
で
す
。

2
0
5
0
年
に
は
、
日
本
の
人
口
は
1
億
人

を
切
る
の
で
す
。
こ
の
国
は
、
あ
と
30
年
弱

で
2
6
0
0
万
人
か
ら
2
7
0
0
万
人
の
人

口
を
失
う
。
2
7
0
0
万
人
と
は
東
京
都
と

九
州
全
域
が
消
え
て
な
く
な
る
数
字
で
す
。

そ
れ
だ
け
の
人
口
減
少
が
、
目
の
前
に
も
う

迫
っ
て
い
る
。

　

今
日
本
に
1
0
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が

8
万
人
い
て
、
そ
の
う
ち
8
割
は
寝
た
き

り
。
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の

未
来
予
測
に
よ
る
と
、
2
0
5
0
年
の
日
本

の
1
0
0
歳
以
上
人
口
は
1
0
0
万
人
。
そ

れ
ま
で
に
医
療
が
進
歩
し
て
、
寝
た
き
り
数

が
8
割
か
ら
減
少
し
て
仮
に
5
割
だ
と
し
て

も
、
50
万
人
は
寝
た
き
り
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
時
日
本
の
人
口
は
1
億
を

切
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
1
0
0
人
に
一
人
は
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1
0
0
歳
以
上
。
2
0
0
人
に
一
人
は
寝

た
き
り
で
す
。
さ
ら
に
、
日
本
の
人
口
の

2
・
3
％
は
外
国
人
で
す
。
都
道
府
県
別
で

は
、
外
国
人
人
口
が
一
番
多
い
の
は
東
京
都

で
、
人
口
の
4
・
3
％
。
こ
の
ま
ま
で
推
移

す
れ
ば
、
何
千
万
人
も
人
口
が
減
っ
て
ゆ
く

の
だ
か
ら
日
本
は
移
民
を
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
の
ペ
ー
ス
で
外
国
人
労
働
者
が
増
え

続
け
る
と
、
2
0
6
0
年
位
に
日
本
の
人
口

の
1
割
が
外
国
人
に
な
る
の
で
す
。
あ
と
数

十
年
先
に
東
京
都
と
九
州
が
全
滅
す
る
人
口

減
少
が
待
ち
受
け
て
い
て
、
も
し
か
し
た
ら

1
0
0
人
に
一
人
が
1
0
0
歳
以
上
に
な
っ

て
い
て
、
10
人
に
一
人
が
外
国
人
か
も
し
れ

な
い
日
本
が
、
目
の
前
に
迫
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。
2
1
0
0
年
の
未
来
予
測
で
は
、

日
本
の
人
口
は
6
千
万
人
で
、
今
の
半
分
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
G
D
P
も
今
の
半
分
位

に
な
る
。
こ
う
い
う
状
況
で
日
本
は
ア
メ
リ

カ
と
中
国
と
の
熾
烈
な
競
争
の
最
前
線
に
い

る
の
で
す
。
ど
う
す
る
ん
だ
、大
変
だ
と
言
っ

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
最
後
に
二
つ

の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
話
を
終
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
一
つ
は
、「
着
地
点
を
想
像
し
ま

し
ょ
う
」、
あ
る
い
は
「
着
地
点
を
イ
メ
ー
ジ

し
ま
し
ょ
う
」。
2
1
0
0
年
に
日
本
の
人
口

が
6
千
万
に
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
口
規

模
と
経
済
力
で
、
日
本
は
ど
ん
な
国
で
い
た

い
の
か
、
ど
ん
な
社
会
で
在
り
た
い
の
か
と

い
う
、
着
地
点
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。「
ア
メ
リ
カ
に
は
負
け
な

い
よ
」、「
中
国
の
言
い
な
り
に
は
な
ら
な
い

ぞ
」
と
言
っ
て
も
、
我
々
の
人
口
規
模
は
半

分
に
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
か
ら
。
そ
の
時
に
日

本
は
何
が
で
き
て
、
日
本
は
ど
ん
な
国
に
な

り
た
い
の
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
着
地
点

を
想
像
す
る
こ
と
が
大
事
。
私
の
今
の
答
え

は
、
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る
べ
き
こ
と
だ
と
思

う
け
れ
ど
、
私
の
2
1
0
0
年
の
日
本
の
着

地
点
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
が
22
世
紀
の
イ

タ
リ
ア
に
な
れ
る
か
ど
う
か
。
イ
タ
リ
ア
の

人
口
が
6
千
万
人
で
す
。
日
本
と
同
じ
敗
戦

国
で
す
か
ら
、
日
本
同
様
国
連
安
保
理
常
任

理
事
国
で
は
な
い
。
核
兵
器
を
持
っ
て
い
な

い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
や
ド

イ
ツ
の
よ
う
な
経
済
大
国
で
は
な
い
。
け
れ

ど
も
イ
タ
リ
ア
と
言
っ
た
ら
、
特
定
の
ハ
イ

ブ
ラ
ン
ド
で
は
世
界
的
な
人
気
が
あ
り
、
特

定
の
高
級
自
動
車
で
は
世
界
的
な
需
要
が
あ

り
、
観
光
立
国
で
広
く
食
文
化
が
親
し
ま
れ

て
い
て
、
文
化
的
な
力
が
あ
り
、
非
常
に

成
熟
し
た
社
会
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
が
言
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
動
く
と
い
う
よ
う
な
大
き

な
力
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
し

か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
意
向
を
完
全
に
無
視
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
何
か
を
決
め
る
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
、
拒
否
的
な
力
な
ら
持
っ
て
い

る
。
今
の
イ
タ
リ
ア
の
G
D
P
が
世
界
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
7
位
く
ら
い
と
い
う
の
で
、

2
1
0
0
年
の
日
本
が
、
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
で

は
尊
敬
さ
れ
て
、
特
定
の
産
業
分
野
で
は
世

界
的
な
競
争
力
を
持
っ
て
い
て
、
観
光
と
文

化
で
は
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
て
、
何
か

を
さ
せ
る
力
は
な
く
て
も
、
何
か
を
拒
否
す

る
否
定
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
、
成
熟
し
た

準
大
国
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
ら
れ
る
か
ど

う
か
。
こ
れ
は
私
の
今
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
。
そ
う
い
う
着
地
点
を
想
像
す
る
。
着
地

点
を
想
像
し
た
ら
、
基
本
的
に
大
き
く
四
つ

の
分
野
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
経
済
。

二
番
目
は
社
会
保
障
。
三
番
目
は
外
交
と
安

全
保
障
。
四
番
目
は
将
来
に
対
す
る
投
資
で

あ
る
教
育
。
こ
の
四
つ
の
分
野
で
2
1
0
0

年
の
日
本
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
中
間
点
で
あ
る

2
0
5
0
年
ま
で
に
、
こ
の
四
つ
の
分
野
で

我
々
は
何
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
我
々
が
ま
だ
元
気
で
現
役
で
納
税
し

て
い
る
2
0
3
0
年
ま
で
に
は
、
最
低
こ
の

四
つ
の
分
野
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
、

日
本
社
会
を
次
の
世
代
に
手
渡
す
の
だ
と
い

う
、
逆
算
の
発
想
。
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の
発

想
を
も
っ
て
、
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
す
る
。
こ
う
い
う
作
業
を

我
々
一
人
ひ
と
り
が
や
っ
て
い
く
こ
と
が
、

こ
の
社
会
を
次
の
世
代
に
手
渡
す
我
々
の
世

代
の
責
任
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
米
中
の
厳

し
い
競
争
の
は
ざ
ま
に
あ
る
、
日
本
の
我
々

の
世
代
の
課
題
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
て
、
終
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

村
む ら

 田
た

 晃
こ う

 嗣
じ

   
同志社大学法学部教授  

Question & Answer
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学法学部卒業、95 年神戸大学大学院法学研究科博
士課程（国際関係論）修了。この間 91 年から 95 年、
米国ジョージ・ワシントン大学留学。95 年広島大
学総合科学部専任講師（アメリカ研究）、99 年助教
授。2000 年同志社大学法学部助教授、05 年より現
職、11 年 4 月より法学部長、13 年 4 月～ 16 年 3
月まで学長。18 年 3 月より日本放送協会ＮＨＫ経
営委員会委員。 国際関係論、特にアメリカ外交・安
全保障政策が専門。 国際安全保障学会理事、京都日
米協会会長、日本国連協会京都本部理事。
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自治 Q&A お答えします！ Q&A
Question & Answer

自  治

　令和６年６月に公布された地方自治法の一部を改正する法律の概要について教えて
ください。

Q
QuestionQuestion

A
AnswerAnswer

　第 33 次地方制度調査会の答申を踏まえ、公金の収納事務のデジタル化及び情報システムの適正な利用等のた
めの規定の整備を行うとともに、国民の安全に重大な影響を及ぼす事態における国と地方公共団体との関係等の

特例の創設、地域の多様な主体の連携及び協働を推進するための制度の創設等の措置を講ずることとされました。

1. DX の進展を踏まえた対応
① 地方公共団体は、事務の種類・内容に応じ、情報システムを有効に利用するとともに、他の地方公共団体又は国と協

力し、その利用の最適化を図るよう努め、サイバーセキュリティの確保の方針を定め、必要な措置を講じることとし
ます。

 　また、総務大臣は、当該方針の策定等について指針を示すこととします。
② eLTAX を用いて納付するものとして長が指定する公金（地方税以外）の収納事務を、地方公共団体が地方税共同機

構に行わせるための規定が整備されます。

2. 地域の多様な主体の連携及び協働の推進
　地域住民の生活サービスの提供に資する活動を行う団体を市町村長が指定できるようになります。
　指定を受けた団体への支援、関連する活動との調整等に係る規定が整備されます。

3. 大規模な災害、感染症のまん延その他その及ぼす被害の程度においてこれらに類する国民の安全に重大
な影響を及ぼす事態における特例
　現行の国と地方公共団体との関係等の章とは別に新たな章を設け、特例が規定されます。
① 事態対処の基本方針の検討等のため、国は、地方公共団体に対し、資料又は意見の提出を求めることを可能とします。
② 想定外の事態において、個別法の規定による国の指示が行使できず、国民の生命等の保護のために特に必要な場合に

限り、国は、地方公共団体に対し、その事務処理について国民の生命等の保護を的確かつ迅速に実施するため講ずべ
き措置に関し、必要な指示ができることとします。

③ 国民の生命等の保護のため、国の指示により、都道府県が保健所設置市区等との事務処理の調整を行うこととします。
④ 国による地方公共団体相互間の応援の要求・指示、職員派遣のあっせん等を可能とします。

　施行日は、1 ①と 2 及び 3 は令和 6 年 9 月 26 日（1 ①の一部は令和 8 年 4 月 1 日）、そして 1 ②は公布の日（令和 6
年 6 月 26 日）から起算して 2 年 6 月を超えない範囲内において政令で定める日です。

主な改正点
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Q&A
Question & Answer

自  治

　令和６年度税制改正において、わが国経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、国民所得の
伸びが物価上昇を上回る状況を作り、デフレマインドの払拭と好循環の実現につなげていくため、1人当たり

総額4万円（所得税３万円、個人住民税所得割1万円）の減税が実施されることになりました。

１ 対象者 前年の合計所得金額が 1,805 万円以下の個人住民税所得割の納税義務者
２ 減税額 本人、配偶者を含む扶養親族1人につき、1万円
  ※1 定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
  ※２ 同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年 12 月 31日の現況によります。
  ※３ 控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民税において1万円

の定額減税が行われます。
３　徴収方法（令和６年度分）
 （1） 給与所得に係る特別徴収
  （給与所得者の方）

 （２） 普通徴収
  （事業所得者等の方）

 （３）公的年金等に係る所得に係る
  特別徴収（年金所得者の方）

個人住民税の定額減税の概要について教えてください。

A
AnswerAnswer

定額減税とは

その他

個人住民税の定額減税について

Q
QuestionQuestion

（1）定額減税による各市町村の個人住民税の減収については、地方特例交付金により全額国費で補填されます。
（２）減税額については、納税通知書の裏面又は特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。
（３）定額減税は、住宅ローン控除や寄附金税額控除等、全ての控除が行われた後の所得割額から減税されます。
（4）減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。詳細は 33 ページをご参照ください。

6月分は徴収されず、定額減税「後」の税額が令和6年7月分〜令和7年5月分の11ヵ月で均されます。

R5に確定・通知済み

第1期分（6月分）から控除（控除しきれない場合は第2期分（8月分）から順次控除）

10月分から控除（控除しきれない
場合は12月分から順次控除）
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給付金について
　定額減税において、納税者本人及び扶養親族（配偶者を含む）の数から算定される減税額（定額減税可能額）

が、定額減税を行う前の所得税額・個人住民税所得割額を上回っており、定額減税しきれないと見込まれる場合は、
定額減税しきれない差額を1万円単位に切り上げて算定した「調整給付金」を、個人住民税を課税する市町村が支給します。
　なお、住民の皆様に早期に給付をお届けする観点から、2023（令和５）年の課税状況に基づき、給付額が算定されます。
2024（令和６）年分の所得税額が確定した後、2023（令和５）年と比較して所得に変動があるなどの一定の事情により、
当初の給付額に不足があることが判明した場合は、追加で給付されます。

　所得税及び個人住民税所得割の少なくとも一方を納められており、定額減税しきれない額が生じることが見込まれる方

＜例1＞　一人暮らしで、所得税1万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合
⇒ ・ 定額減税可能額は所得税３万円・住民税所得割1万円となります。
 ・ 所得税から1万円の減税、住民税所得割から1万円の減税が行われます。
 ・ 定額減税しきれない所得税分の２万円が、調整給付金として支払われます。

＜例２＞4人家族で、内1人が所得税３万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合 　　
⇒ ・ 定額減税可能額は所得税 12 万円・住民税所得割4万円となります。
 ・ 所得税から３万円の減税、住民税所得割から２万円の減税が行われます。
 ・ 定額減税しきれない所得税分の９万円と住民税分２万円の計 11 万円が、調整給付金として支払われます。

支給対象者

支給例

定額減税しきれないと見込まれる方への給付金（調整給付）について教えてください。Q
QuestionQuestion

A
AnswerAnswer

減税「前」の税額
減税額/支援額

減税額

一
人
当
た
り
の

定
額
減
税
額

（
４
万
円
）

所得

所得税・個人住民税の所得税・個人住民税の
定額減税定額減税（注1）（注1）

定額減税しきれない額
⇨調整給付金を支給

調整給付金のイメージ

Q u e s t i o n  &  A n s w e r



やまなし 34

山
梨
県
で
実
現
を
目
指
す
「
共
生
社
会
」
と
は

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
選
ん
だ
道
に
、
躊
躇
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う

な
様
々
な
外
的
要
因
に
よ
り
、
自
ら
の
選
択
を
諦
め
た
り
、
選
択
肢
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
多
様
な
価
値
観
や
文
化
・
考
え
方
・
属
性
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
で
あ
り
、
様
々
な
人
々
が
活
発
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
多
く
の
選
択
肢
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
山
梨
県
で
は
、「
共
生
社
会
の
実
現
」
を
合
言
葉
に
、
多
様

性
あ
ふ
れ
る
社
会
の
構
築
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
「
共
生
社
会
」
と
は
、
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
障
害
や
疾
病
の
有
無
・
家
庭
の
事
情
・
業
種
・
立
場

等
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
お
互
い
の
人
権
や
尊
厳
を
大
切
に
し
て
、
共
に
支
え
合
い
、
誰
も
が

そ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
け
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
山
梨
県
で
は
、
令
和
5
年
10
月
に
策
定
し
た
山
梨
県
総
合
計
画
に
お
い
て
、「
共
生
社
会
化
の
推
進
」

を
1
つ
の
大
き
な
柱
に
据
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
「
共
生
社
会
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
取
り
組
み
を
強
力
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

や
ま
な
し
多
様
性
を
認
め
合
う
共
生
社
会
づ
く
り
憲
章

　
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
多
様
性
を
理
解
し
、
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
土
台

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
属
性
の
枠
を
超
越
し
、
そ
の
地
域
全
て

の
方
々
の
参
画
を
目
指
す
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
他
の
地
域
に
お
い
て
も
先

進
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
「
共
生
社
会
」
を
我
が
事
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
行
動
や
活
動
を
す
る
際
の
規
範
と
な
る
「
や
ま
な
し
多
様
性
を
認
め
合
う

共
生
社
会
づ
く
り
憲
章
」
を
令
和
6
年
3
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

　
憲
章
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
有
識
者
や
実
務
者
か
ら
な
る
「
や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
懇
話
会
」

を
設
置
し
議
論
を
進
め
ま
し
た
。
議
論
で
は
、「
他
者
の
意
見
や
考
え
方
に
興
味
・
関
心
を
示
す
こ
と
」

「
違
い
を
愉
し
む
こ
と
」「
ゆ
る
や
か
に
、
そ
し
て
、
し
な
や
か
に
つ
な
が
る
こ
と
」
な
ど
、
山
梨
県

な
ら
で
は
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
心
構
え
や
在
り
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
憲
章
は
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
民
運
動
を
展
開
す
る
際
の
、

山
梨
県
に
関
係
す
る
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
の
拠
り
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
梨
県
多
様
性
社
会
・
人
材
活
躍
推
進
局

　
　
　
男
女
共
同
参
画
・
外
国
人
活
躍
推
進
課

主
任
　
深
沢 

　
健

山
梨
な
ら
で
は
の「
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て

　
～ 

や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 

～

｜臨時トピック｜



やまなし35

や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

　
そ
し
て
こ
の
度
、
県
民
運
動
の
本
格
化
に
向
け
た
推
進
母
体
と
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
を
と
も

に
目
指
す
仲
間
「
や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
（
以
下
、プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
）」
の
募
集
を
、

令
和
6
年
7
月
7
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
と
は
？
】

 

「
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
づ
く
り
」
へ
の
参
画
を
宣
言
す
る

 

個
人
ま
た
は
団
体
と
し
て
登
録
で
き
る

 

年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
業
種
・
立
場
な
ど
関
係
な
く
、
山
梨
県
に
関
係
す
る
全
て
の
方
々
が
対

象
と
な
る

 

プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る

　
こ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
同
士
が
「
つ
な
が
り
」
を
持
ち
、
対
話
に
よ
る
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
好

循
環
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
な
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
同
士
の
対
話
か
ら
は
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
様
々
な
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
や
障
壁
の
解
消
に
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
を
皆
で
模
索
し
な
が
ら
、
共
生
社
会
の
実

現
を
力
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。（
県
民
運
動
へ
の
展
開
）

今
後
の
展
開

　
同
質
性
が
強
い
社
会
に
お
い
て
は
、
意
識
や
発
想
が
同
一
で
あ
る
た
め
、
問
題
へ

の
気
付
き
が
起
き
に
く
く
、
ま
た
、
そ
の
問
題
へ
の
解
決
策
が
類
似
的
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
多
様
な
属
性
が
集
ま
る
場
で
は
、
多
角
的
な
視
点
・
発
想
が
あ
る
の
で
、
出

て
く
る
ア
イ
デ
ア
や
意
見
は
多
彩
で
多
様
な
内
容
と
な
り
ま
す
。
多
様
な
人
々
を
、

こ
の
「
共
生
社
会
」
の
枠
組
み
の
中
に
巻
き
込
み
、
対
話
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
問
題
や
ア
イ
デ
ア
に
気
付
け
る
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
「
や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
」

の
枠
組
み
へ
の
参
加
を
、
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

　
男
女
の
違
い
は
も
と
よ
り
、LG

BT
Q

や
障
害
者
・
高
齢
者
・
外
国
人
な
ど
の

様
々
な
人
々
が
交
わ
る
こ
と
で
、
多
様
性
理
解
の
好
循
環
を
創
出
し
、
山
梨
県
な

ら
で
は
の
「
共
生
社
会
」
を
実
現
し
て
い
く
、
そ
の
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
、
皆

さ
ま
と
と
も
に
巻
き
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行われています。
今回は、市町村から県へ派遣され活躍している皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

から こんにちは県 町 村市  がんばっていま～す。

　
　  

富士・東部保健福祉事務所
技師
志村 岳旺

（甲府市）

果樹・６次産業振興課
主任
坂本 優哉

（甲府市）

中北建設事務所　
技師
安藤 大晃

（南アルプス市）

　令和 6年 4月より、甲府市から交流派遣職員として山梨県富士・東部保健福祉事務所衛生課にお世話になっ
ております。
　現在、飲食店営業の許可・認可や理容所・美容所、プール等の生活衛生関連、水道の業務に従事しております。
　4月当初には水道の年度当初の報告の取りまとめの業務から始まり、日々の飲食店等の図面相談の対応に追
われています。
　以前甲府市でも対応していた理容所・美容所も、対応に困難を感じる案件があり、解決に向けて努力を続け
ております。
　対応している中で出てきた疑問について、解決方法を見つけるのに必要な知識が不足しているため、周囲の
方々に助けを求めながら解決に取り組んでおります。
　甲府市保健所の時と業務内容はほぼ変わりませんが、観光地であるため異なる問題が存在し、それに対応す
るのは困難ですが、地域の違いについて学ぶことができました。
　旅館業の業務については、今後積極的に法令等を学び、窓口業務に従事できるよう努力してまいります。
　水道の業務については、戻った際に役立つよう取り組んでいきたいと考えております。
　今回の交流で得た知識や経験を、甲府市に戻った際に活かせるよう、今後も公衆衛生の向上に貢献しつつ、
地域の活性化につながるよう業務に取り組んでまいります。
　最後に、交流派遣職員としてこのような貴重な機会を与えてくださった甲府市役所の皆様、そして、日頃か
ら温かくご指導いただいている富士・東部保健福祉事務所の皆様に深く感謝申し上げます。
　今後とも引き続きご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　令和 6年 4月より、甲府市から交流派遣職員として山梨県農政部果樹・６次産業振興課にお世話になってお
ります。
　配属当初は新しい環境や業務の進行方法、システムの違いに緊張と戸惑いを感じましたが、周囲の皆様の温
かい指導と支援により、少しずつ仕事に慣れ、日々充実した業務に取り組むことができております。
　現在は、果樹・６次産業振興課の果樹担当として、県内の農業者の皆様への補助金の受付及び支払いに関す
る業務を担当しております。
　私自身、農業系の部署への配属は初めてであり、全くの無知識・無経験からのスタートでした。
　専門的な知識や経験を求められる場面も多く、困惑することもありますが、課内の皆様が親切に手助けをし
てくださり、その知識と経験に感嘆しております。
　２年間という限定的な期間の中で、快く受け入れてくださっている課内の皆様に迷惑をかけず、少しでも早
く戦力になるべく、業務に取り組んでおります。
　この貴重な派遣期間中に、多くの経験を積むとともに、派遣期間中に関わった方々との縁を大切にし、甲府
市に戻った際に、市のために活かせるよう、毎日を大切に過ごしてまいります。
　最後に、このような貴重な機会を与えてくださった甲府市役所の皆様、そして、日頃から指導や助言をくださっ
ている果樹・６次産業振興課の皆様に感謝申し上げます。
　今後とも、ご指導とご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

　令和5年4月より、南アルプス市から交流派遣職員として、中北建設事務所道路課にお世話になっております。
　配属初年度は、新しい環境や業務のシステムの違いに戸惑うこともありましたが、少しでも早く県の業務に
慣れることを目指し、周囲の皆様の温かい指導と助言のおかげで、少しずつ業務に慣れ、充実した日々を過ご
すことができました。
　今年は配属 2年目となり、交流派遣職員としての最後の年ということもあり、昨年度よりも質と量の両面で
レベルアップした業務を任され、大変学ぶことの多い日々を過ごしています。
　現在は、西部道路担当として、主に南アルプス市、甲斐市、中央市の道路改良、防災、橋梁の架け替え事業
を担当しています。
　着任して感じたことは、市では経験できない規模や工種の工事が多いことです。
　今年に入り、中川橋架け替え事業を引き継ぐ機会をいただきましたが、南アルプス市内だけでは橋の架け替
え工事の担当となる機会は希有なことなので、この機会にできるだけ多くの経験を積みたいと思っています。
　出向中には技術的なスキルアップだけでなく、県職員の方々と積極的に交流し、人との縁を大切にしていき
たいと考えております。
　南アルプス市に戻った後も、そのつながりを活かせるよう、今後の業務に励んでまいります。
　最後に、日々ご指導いただいている事務所の皆様に感謝申し上げます。
　また、このような貴重な機会を与えてくださった南アルプス市役所の皆様に心から感謝申し上げます。
　今後とも、ご指導とご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
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がんばっていま～す。
Fight Vol.56 September.2024

　

　

市町村課
主事
鶴田 尚之

（甲州市）

市町村課
主任
熊谷 拓哉

（身延町）

市町村課
主任　
長谷川 誠

（山梨市）

　令和 6年 4月より、甲州市から研修生として市町村課にお世話になっております。
　私は地域振興担当として、電源立地地域対策交付金事業や一般財団法人自治総合センター、地域活性化セン
ターによる助成事業の事務を行っております。
　また、「市町村のすがお」やイベント情報を通じて市町村の情報発信も行っております。
　4月当初は、主に電源立地地域対策交付金関連の業務を担当していました。
　机の上には交付申請書や実績報告書が山のように積み上げられ、慣れない環境での業務に不安を感じること
もありましたが、課内の皆様からの温かい支援のおかげで業務を遂行することができました。　
　数ヶ月が経過し、業務を進めていく中で未だ不慣れな点もありますが、課内の皆様からの指導の下、様々な
経験を糧に日々成長している実感があります。
　また、今年は 10月に「全国過疎問題シンポジウム」が山梨県で開催されるため、地域振興担当として準備
を進めています。
　全国各地から参加される大規模なイベントであり、そのようなタイミングで市町村課に配属され、本業務に
携わることは非常に幸運だと感じています。
　この経験が私にとって有意義なものとなると確信しており、全力で取り組んでまいります。
　最後に、日頃よりご指導いただいている市町村課の皆様、このような貴重な機会を与えてくださった甲州市
役所の皆様、業務に携わっている全ての皆様に心から感謝申し上げます。
　今後とも、ご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　令和 6年 4月より、身延町から研修生として総務部市町村課税政担当にお世話になっております。
　業務では主に、固定資産税の償却資産やふるさと納税関連の取りまとめ等を担当しております。
　4月当初は減収補填の検収業務から始まり、固定資産税概要調書をはじめとする国からの照会に対する取り
まとめや、市町村からの複雑な問い合わせへの対応に、知識の不足や制度の複雑さから苦労することが多々あ
りました。
　県に問い合わせる立場から市町村へ回答する立場に変わり、重圧を感じながらも、丁寧に説明くださる前任
者や経験豊富な税政担当の皆様の協力のおかげで、充実した日々を過ごしております。
　担当業務以外では、交付税の算定作業など市町村職員では経験できないような業務にも関与させていただき、
県としての視点・考え方を学ぶことができました。
　今後も、特別交付税の算定作業や交付税検査など、市町村課でしか経験することができない業務が続きます。
　勉強の毎日となり、忙しい日々が続くと思いますが、これからの人生の糧となるよう努力してまいります。
　最後に、日々ご指導いただいている市町村課の皆様、各種調査等の照会に迅速に対応いただいている市町村
担当者の皆様、そしてこのような貴重な経験を積む機会を与えてくださった身延町役場の皆様に深く感謝申し
上げます。
　今後とも、よろしくお願い申し上げます。

　令和 6年 4月より、山梨市から研修生として総務部市町村課にお世話になっております。
　私は、地方債（災害復旧事業債・臨時財政対策債・水道事業債）、地方公営企業決算状況調査（上水道・簡易
水道事業）、地方公共団体金融機構、各種調査等の業務を担当しております。
　財政や公営企業の実務経験がなかったため、最初は制度の仕組みや用語を理解することから始まりました。
　今までとは異なる業務内容と慣れない職場環境に、不安や緊張を感じる日々でしたが、周囲の皆様の親切な
指導と支援のおかげで、今では業務に励むことができております。
　また、国や市町村の担当者の皆様とのやり取りを通じて、国や県内外の現状に目を向ける機会が多くなり、
幅広く多角的な視野を持つことの重要性を改めて痛感しております。
　早くも半年が経とうとしておりますが、県職員の方々を始め、他の研修生や市町村の担当者の方々との交流は、
私にとって貴重な経験であり、今後の公務員人生において欠かせない財産となると感じております。
　残りの研修生活においては、広がったつながりを大切にし、一つでも多くのことを吸収することで、山梨市
に貢献できるよう努力してまいります。
　最後に、日頃から温かく指導いただいている市町村課の皆様、照会等に迅速に対応いただいている市町村・
企業団の皆様、そして、私を研修生として送り出してくださった山梨市の職員の皆様に心から感謝申し上げます。
　今後とも、ご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。


